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各
　
区
　
長

登　坂　一　行

一
　
区
　
長

ま
た
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た

　

年
号
が
令
和
に
改
ま
り
、
中
志

津
自
治
会
一
区
も「
令
和
元
年
度
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
至
ら
ぬ
区
長
も
在
職
五
年

の
長
き
に
な
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
が

故
に
五
年
の
修
行
を
与
え
ら
れ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

一
樹
の
陰
一
河
の
流
れ
多
生
の

縁
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
、
期
せ

ず
し
て
こ
の
地
に
寄
り
合
っ
た
の

も
縁
で
し
ょ
う
が
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
共
に
、
よ
し
み
、
か
か

わ
り
の
薄
れ
ゆ
く
に
抗
う
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
り
お
り
持
ち
込
ま
れ
る
苦
情

に
う
ん
ざ
り
も
す
る
が
、
ご
高
齢

の
班
長
が
几
帳
面
に
班
務
を
全
う

せ
ん
と
す
る
意
気
や
、
何
ら
の
驕

り
も
な
く
好
々
爺
然
と
公
園
清
掃

に
汗
を
流
す
姿
を
見
る
に
つ
け
、

心
和
み
も
し
、
伴
に
こ
の
地
に
居

る
が
誇
ら
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

一
区
は
子
供
会
の
協
力
を
得
て

行
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
園
清

掃
も
若
い
家
族
の
援
軍
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
親
御
さ
ん
に
促
さ
れ
た

と
は
言
え
小
学
生
が
休
み
の
朝
、

草
取
り
に
赴
く
こ
と
は
、
彼
ら
の

中
で
ど
ん
な
解
釈
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
も
し
社
会
性
を
育
む
一

助
に
な
る
な
ら
、
区
長
に
と
っ
て

こ
れ
以
上
の
冥
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高　橋　八　郎

二
　
区
　
長

　

こ
の
度
、
内
田
前
区
長
の
後
任

と
し
て
、
新
区
長
を
拝
命
し
た
、

高
橋
で
す
。
内
田
前
区
長
が
長
期

に
わ
た
っ
て
構
築
さ
れ
た
事
業

等
々
を
会
員
の
皆
さ
ん
と
継
承
し

な
が
ら
区
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

『
お
互
い
に
気
軽
に
挨
拶
が
で
き

る
二
区
へ
』

　

二
区
も
他
区
同
様
に
高
齢
化
率

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
若

い
世
帯
も
増
え
活
気
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
「
お
は
よ
う
」「
元
気

で
す
か
」
等
々

　

日
常
会
話
を
通
し
「
顔
が
見
え

る
区
」
を
目
指
す
。

活
動
方
針

一
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

見
回
り
サ
ポ
ー
ト
隊
の
立
ち
上

げ
と
実
施

二
、
若
い
世
帯
と
の
協
調

　

�

子
供
会
と
協
力
し
合
い
、
各
行

事
へ
の
参
加
を
通
じ
交
流
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

三
、
防
災
・
防
犯
活
動
の
実
施

○�

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
・
青
パ
ト
に

よ
る
巡
回
の
継
続

○�

区
防
災
訓
練
・
自
治
会
防
災
総

合
訓
練
を
含
め
会
員
個
々
の
意

識
を
高
め
、
安
心
・
安
全
な
営

み
を
目
指
す
。

四
、
環
境
整
備

○
花
壇
の
手
入
れ
・
草
刈
り

　

�

常
に
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
使

え
る・
遊
べ
る
公
園
に
し
て
い
く
。

○
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
を
守
る
。

　

�

指
定
日
を
守
り
、
置
き
場
の
整

理
・
清
潔
を
維
持
し
て
い
く
。

五
、
会
員
相
互
の
親
睦

　

�

餅
つ
き
大
会
・
新
年
会
等
々
の

行
事
を
通
じ
、
皆
さ
ん
が
、
自

治
会
会
員
で
良
か
っ
た
と
意
識

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

そ
れ
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
な
く
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

井　口　健　司

三
　
区
　
長

自
治
会
は
、
保
険
で
あ
る
！

　

人
間
は
、
丈
夫
な
時
は
健
康
保

険
の
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
病
気
に
な
る
と
健
康
保

険
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
ま
す
。

「
何
も
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い

の
で
自
治
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
が

分
か
り
ま
せ
ん
。」
と
い
う
声
を

た
び
た
び
聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

身
体
が
丈
夫
な
人
が
、
健
康
保
険

の
必
要
性
を
感
じ
な
い
こ
と
と
似

て
い
ま
す
。
何
も
な
け
れ
ば
、
自

治
会
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
り
、
不
法
投
棄
や
マ
ナ
ー
の

欠
如
で
街
の
環
境
が
悪
化
す
る
と

自
分
た
ち
で
助
け
合
い
な
が
ら
安

心
安
全
な
街
づ
く
り
の
必
要
性
を

実
感
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
自
治
会
は
、「
保

険
」
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
、
バ
リ
ア
ー
で
あ
る
！

　

中
志
津
三
区
は
、「
住
民
同
士

の
協
力
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
悪

化
を
食
い
止
め
、
住
み
よ
い
街
を

つ
く
る
た
め
の
バ
リ
ア
ー
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
大
規
模
災
害
、

犯
罪
、
少
子
高
齢
化
、
ご
み
の
不

法
投
棄
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境
の

悪
化
に
対
し
て
、
住
民
が
協
力
し

て
悪
化
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
住
み
良

い
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

奈　良　むつ子

四
　
区
　
長

お
互
い
の
顔
が
わ
か
る

�

住
み
や
す
い
四
区
に
‼
　

　

元
気
率
、
高
齢
化
率
一
番
の
四

区
。

　

色
々
な
行
事
に
参
加
し
て
、
元

気
度
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

　
主
な
行
事
等

◎�

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
毎
週
水
曜

日
二
十
時
～
二
十
時
三
十
分
）

　

�

地
域
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
さ
り
げ
な
い
見
守
り
。

◎�

青
パ
ト
（
奇
数
週
水
曜
日
十
六

時
～
十
七
時
）

　

地
域
・
下
校
児
童
の
見
守
り
。

◎�

年
五
回
の
公
園
清
掃
を
通
し
て

環
境
整
備
、
住
民
同
志
の
交
流
。

◎�

避
難
訓
練
・
炊
き
出
し
訓
練
、

高
齢
者
（
一
人
暮
ら
し
）
の
方

へ
安
否
確
認
を
か
ね
て
の
炊
き

出
し
、宅
配
（
民
生
児
童
委
員
・

役
員
）

◎�

防
災
機
材
の
点
検（
二
か
月
毎
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
、
消
火
器
取
扱

い
訓
練
、
仮
設
施
設
建
設
、
情

報
収
集
、
避
難
誘
導
、
防
犯
警

備
等
の
訓
練
を
実
施
し
、
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
ま
す
。

◎
子
供
会
資
源
回
収
の
支
援

◎�

バ
ス
旅
行（
六
月
十
六
日（
日
））

新
年
の
集
い
（
令
和
二
年
一
月

二
十
五
日
（
土
））
の
実
施
を

通
し
て
、
区
民
の
皆
様
の
親
睦

を
図
り
ま
す
。

　

自
治
会
、
区
の
行
事
へ
の
皆
様

の
参
加
、
ご
支
援
、
ご
協
力
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐藤　紀八郎

五
　
区
　
長

お
互
い
が
声
を
掛
け
合
え
る

　
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り

　
「
お
は
よ
う
」
こ
の
一
言
が
一

日
を
明
る
く
し
ま
す
。

　

挨
拶
と
笑
顔
が
人
を
繋
ぐ
と
さ

れ
ま
す
。

　

お
互
い
を
尊
び
、
心
豊
か
に
す

る
大
切
に
さ
れ
て
き
た
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
方
針

一
、
高
齢
者
の
福
祉
支
援

　

○�

定
期
的
に
見
回
り
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

二
、
若
い
世
代
と
の
協
調

　

○�

子
供
会
と
協
力
し
合
い
、
各

行
事
を
通
し
て
、
若
い
世
帯

と
の
交
流
の
推
進

三
、
防
災
・
防
犯
活
動
の
実
施

　

○
六
月
二
日　

防
災
訓
練

　

○�

九
月
一
日　

中
志
津
自
治
会

合
同
防
災
訓
練

　

○�

青
パ
ト
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
毎

月
第
二
・
第
四
月
曜
日
の
午

後

四
、
環
境
整
備
の
推
進

　

○�

毎
月
第
一
日
曜
日　

公
園
等

清
掃

　

○
花
壇
の
花
植
え

　

○�

子
供
会
に
よ
る
第
二
・
第
四

日
曜
日
の
資
源
回
収

五
、
会
員
相
互
の
親
睦

　

○
令
和
元
年
九
月
バ
ス
旅
行

　

○�
六
月
二
十
二
日　

五
区
交
流

会

引　字　　滋

六
　
区
　
長

防
犯
標
語
で
、

　
　「
明
る
い
街
づ
く
り
　
六
区
」

☆
こ
ん
に
ち
は

�

か
わ
す
言
葉
で
人
を
知
る

☆
思
い
や
り

�

小
さ
な
事
か
ら
は
じ
め
よ
う

☆
そ
の
電
話

�

振
り
込
む
前
に
相
談
を

☆
散
歩
す
る

�

わ
た
し
も
ひ
と
役
見
守
り
隊

☆
通
学
路
あ
ふ
れ
る
笑
顔
子
供
達

　

六
区
は
年
度
の
始
め
に
会
員
よ
り

標
語
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
は
、一

年
間
六
区
内
に
掲
示
し
て
防
犯
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
数
多
く
の
行
事
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
明
る
く

お
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
街

を
今
年
も
目
指
し
ま
す
。

六
区
の
主
な
行
事
と
部
活
動

　

�

五
月 

バ
ス
旅
行
・
八
月 

班
長
引

継
会
・
十
月　
い
も
堀
大
会
・
十

二
月
も
ち
つ
き
大
会

環
境
部

　

公
園
・
駐
車
場
清
掃　

年
八
回
。

　

�

花
壇
花
植　

年
二
回
。
さ
つ
ま
い

も
作
り

防
災
部

　

�

救
急
救
命
講
座
受
講
・
ミ
ニ
防
災

訓
練
・
自
治
会
総
合
防
災
訓
練
。

防
犯
部

　

青
パ
ト
・
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

　
（
毎
週
火
曜
日
）
標
語
募
集

福
祉
部

　

�

ふ
る
さ
と
体
操
と
健
康
講
話
・
お

茶
処
こ
よ
み
（
暦
）
の
会

子
育
て
支
援
部

　

�

夏
休
み
企
画
「
宿
題
＆
自
由
研

究
」
サ
ポ
ー
ト
・
子
育
て
広
場
で

子
育
て
支
援
（
毎
月
一回
）

子
供
会

　

月
二
回
の
資
源
回
収
・
バ
ス
旅
行

支
え
合
い
委
員
会

　

�

高
齢
者
宅
定
期
訪
問
見
守
り
サ

ポ
ー
ト

　

今
年
も
夏
祭
り
に
「
や
き
鳥
」

出
店
し
ま
す
。
宜
し
く
ご
支
援
、
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

宮　㟢　　稔

七
　
区
　
長

良
い
子
が
住
ん
で
い
る
良
い
街

　

子
ど
も
の
こ
ろ
、「
良
い
子
が

住
ん
で
る
良
い
街
は
…
」
と
、
元

気
よ
く
歌
っ
た
記
憶
の
あ
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

良
い
子
は
、
良
い
街
で
育
て
ら

れ
ま
す
。
良
い
街
は
良
い
大
人
が

創
り
ま
す
。

　

自
治
会
に
必
要
性
を
感
じ
な
い

と
い
う
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
自
分
の
必
要
感
だ
け
で
は

な
く
、
次
世
代
を
作
る
子
ど
も
の

た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
街

の
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
、

大
人
の
責
任
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
の
七
区
は
、
こ
れ
ま
で
の

バ
ス
旅
行
を
と
り
や
め
て
、
住
民

の
多
く
が
関
わ
り
や
す
い
「
夏
の

夕
涼
み
会
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
関
わ
れ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
。

　

七
区
は
若
い
役
員
（
副
区
長
）

が
二
名
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
し
か

も
地
元
で
育
っ
た
人
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
に
お
世
話
に

な
っ
た
街
だ
か
ら
、
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
れ
ば
…
」
と
い
う
コ

メ
ン
ト
に
は
泣
か
さ
れ
ま
す

（
涙
）。

　

そ
の
頃
の
良
い
先
輩
た
ち
の
背

中
を
子
ど
も
は
し
っ
か
り
見
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
も
そ
う

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
大
人

ら
し
い
」
姿
を
み
せ
た
い
も
の
で

す
。

　

だ
っ
て
、
わ
た
し
の
町
だ
も�

の
‼
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